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1 まえがき
ワークステーションは高性能・低コストという特徴の他にネットワークを利用した分散処理ができる
ことでこれまでにない高付加価値なコンピュータ環境を実現している。このことから近年ワークステー
ションが広い分野で急速に普及し，その標準的なオベレションシステムとして用いられている UNIX は
一般的によく知られている。 UNIX は，シェルによるコマンド処理，木構造のファイルシステム，パイ
プによるプロセス開通信，入出力システム及び，豊富なソフトウェア開発ツールなどを特徴としている。
また， UNIX の主な機能としてはプログラム開発以外に文書処理，メールによる情報交換，図形処理およ
ぴデータベースの作成などがあげられる。今回我々は UNIX の基本的なコマンド操作，シェル，画面エ
ディタ，文書作成並びにシステム管理を体系的研修(集合研修)で修得することを試みたので報告する。
2 コマンドと C シェ jレ
研修では C シェルを修得する中で シェルスクリプトなどファイルを作成するために先に簡単にエ
ディタ (UNIX の標準エディタである vi) の使い方について端末を使いながら行った。 [1] [2] [3] [4] 
2.1 vi について
Vl は以前普及していたテレタイプ型端末装置でのラインエディタ (ed ， ex) を，今日のような CRT
型端末装置用にビジュアル化したフルスクリーンエディタである。そのため Vl には ex コマンドも使え
る機能がある。 Vl の特徴は，修飾キー (Ctrl ， Shi立)と英数字キーを使ってモード操作やテキスト入力を
行う。モード操作には，テキストを入力するための入力モードと，カーソル移動・テキスト置換・ファ
イル操作などのコマンドモードとがある。入力モードからコマンドモードには ESC キーで戻る。
2.2 C シェルについて
UNIX におけるシェルは"貝殻"という言葉通り， UNIX オベレーテイングシステムそのものすなわ
ち UNIX の心臓部であるカーネル(実際にコマンドを実行してハードウェアを制御したりする)を包み
込んでいるものである。なぜなら，ユーザからのコマンド実行の要求をカーネルに，またはカーネルか
らの結果をユーザに伝える役割を持っているからである(コマンドインタプリタ)。この数あるシェルの
中で，標準シェルと呼ばれるボーンシェル (B シェル)があるが， C シェルは，ピル・ジョイらによっ
てこの小さくて実行速度が速い B シェルに，履歴機構 (History)，別名機構 (Alias)，シェルスクリプト，
ジョブ制御などを付加したもので，ユーザにとって使いやすくなっている。コマンド履歴を使えば，一度
入力した長いコマンドを，キーボードより再入力する事なく実行・修正，およびそれらの記録を保存で
きる。別名を使えば，コマンドを好みの名前のコマンドに，または複数のコマンドを組み合わせて，ひ
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とつのコマンドとすることができる。シェルスクリプトファイルを使えば，そのファイル中に，多数の
コマンドなどを列挙すれば，あたかもひとつのコマンドのように実行する事ができる。これは，コマン
ド入力，ひいてはキー入力の省力化につながる。またジョブ制御では，ジョブの実行中に他のコマンド
を入力・実行することができ コンピュータ資源の有効利用・時間の節約にもなる。
2.3 研修内容
Vl ではコマンドモードで次のような実習を行った。
0 カーソルの移動
O テキストの置き換え
O バッファ操作
0 新しいテキストの挿入
O テキストの削除
0 ファイル操作
csh では，実施者のほとんどが UNIX 使用経験者という事もあり，基本的なコマンドについては自学
自習とし，理解できない部分は質問時間を設けた。ここでは主に以下の事について輪講・実習を行った。
0 コマンドライン(ワイルドカードヲリダイレクション，パイプ等)
O 履歴機構(コマンドの再実行，およびその修正等)
O 別名(ユーザ定義のコマンドの作り方等)
OC シェルスクリプト(条件式，制御構造文，コマンドとしての登録等)
O コマンド制御(ジョプ制御，実行制限，子シェル等)
OC シェルの動作(動作原理，機能等)
OC シェル調整(定義済変数，環境変数，組込コマンド，初期設定ファイル等)
3 テキス卜編集技術
日常的に計算機を利用する者にとってエディタは非常に重要なツールである。どのようなエディタを
使用するかによって，仕事の効率も違ってくる。 Emacs はこの点で非常に優れており， UNIX オペレー
ティングシステムでの標準的なエディタとなっている。
Emacs のエディタとしての第 1 の特徴はモードのないことである。 Vl などのエディタでは，挿入モー
ドとコマンドモードなどの，モードと呼ばれる考え方が存在するが， Emacs では，一般の英数字はその
まま挿入されるようになっており，各コマンドはすべてコントロール文字(コントロール・キーおよび
ESC キー+文字)に設定されている。また Emacs では，ファイルをバッファに取り込んで編集作業を
行なうが，このバッファを複数持つことができることもその特徴の一つである。しかも Emacs では，端
末の画面を水平に分割して別々のバッファを表示することができるので，いくつかのファイルを参照し
ながらの作業も比較的容易に行なうことができるようになっている。 Emacs には このようなエディタ
としての機能以上に便利な機能がある。それは， UNIX 上のひとつの環境として利用することができる
ようになっていることである。
これらの理由から， Emacs を日本語化した NEmacs を使って研修を行なうことにした。 [5]
3.1 研修内容
エディタのようなツールの学習にあたっては，とにかく「習うより慣れろ J が原則であり， NEmacs 
を利用するうえで重要なポイントの説明などを織り込みながら，実習を中心にして研修を実施した。
まず， NEmacs の起動や終了，文字単位の移動や削除など基本的な編集コマンドについて学習した。
モードがないという NEmacs の特徴は，初心者にとってとっつきにくい部分でもある。ほとんどのコマ
ンドはコントロール文字に設定されているのでこれらに慣れる必要がある。しかし，一度これに慣れて
しまえば NEmacs の良さが理解されてくるので実習には多くの時間をさいた。
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NEmacs の代表的な日本語入力の方法は，1たまごj と iSKKJ である。いずれも，ローマ字で入力し
でかな漢字変換を行なう。これらは NEmacs の中から使用できる。今回の研修ではこの「たまごJ と，
UNIX で一般的な日本語かな漢字変換ツールである Wnn を使った日本語入力について実習した。
NEmacs の基本的な編集コマンドの操作についての学習を踏まえて，よく使用するコマンドについて
実習した。テキストファイルの読み込み，挿入や書き出し，複数ウインドウの使い方，バッファの管理
などのコマンドである。ポイント移動コマンドでは単語，文，段落，ページ単位などでの移動について
実習した。削除コマンドについても，単語，文，行単位の削除について学習した。また，削除した文字
列の復元についても学習した。
エディタのすべての機能を一度に学習するのは困難であり，エディタを使用しながら理解を深めてい
くのが通常である。 NEmacs には充実したヘルプ機能やオンラインドキュメントが組み込まれている。
このヘルプ機能の使い方について実習した。また，テキストを編集するとき，編集効率を左右する機能
として文字列の探索と置換がある。これらのコマンドについても実習を行なった。
研修時間の関係で， NEmacs のカスタマイズや NEmacs を使った電子メールや電子掲示版の利用など
については学習することができなかった。しかし， NEmacs の基本的な部分は学習したのでこれらを利
用するのは難しくない。これからも NEmacs をより多く使用する機会を持つことによって習熟度をあげ
ていく必要がある。文書整形技術の研修でも NEmacs を使用してL7\TEX ファイルを作成した。
4 文書整形技術
計算機を利用した文書整形システムのひとつである町出を取り上げ，一般ワープロとの操作手順の
違い，実際の文書の高品位印刷技術，文書作成支援機能等について演習を交えながら研修を行った。 [6]
まず， L7\TEX による文書清書の手順について，一般ワープロとの違いを述べる。
それぞれの操作手順を図 4.1 に示す。ワープロでは，
自身の編集機能である文章の挿入・削除・コピーや
移動といった機能を使いながら文書を完成してい
く。すなわち，文書の入力から印刷・保存まで一貫
してワープロソフト自身が行う。
一方， L7\TEX では，文書の編集にはL7\TEX とは
関係のない好みの使い慣れたエディタにより行われ
る。本来の文章の他に数式や表を出力したり，文
字飾りを施すためのコマンドを書き加えることもで
きる。このようにL7\TEX の命令が文章中に埋め込
まれたファイルを作る。実は， iL7\TEX で文書を書
く j とは町長言語で書かれたソ}スを書くこと
なのである。次にこのソースをコンパイルする。そ
の結果， dvi(Device independent) ファイルが
できる。実際に文書をプリンタで印刷するには，こ
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の dvi ファイルを用いて印刷専用のプログラムにより行う。 dvi ファイルは，出力装置に依存しない
という特徴がある。言い換えれば，どのようなプリンタでもそのデバイスドライパさえ手に入れば，印
刷可能である。また，印刷結果を前もって画面上で確認することも，専用プログラムで可能である。(プ
レビューア)
その他， L7\TEX の特徴をまとめると，次のようになる。
1. 文字の書体やサイズが豊富である。
??
書体は， Roman , Bold , Italic , Sans Selif , Typewri te ，明朝体，ゴシック体等がある。
Eヨー__L_.
また，サイズは， 最小から 局又ノ\まである。
2. 数式や表の記述が容易に出来，仕上がりが美しい。
次の例のように， JbTEX ではコマンドを入力するだけで，容易に美しく出力される。
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3. 相互参照用番号付けを自動的に(文書作成支援機能)
比較的大きな文章は，章，節等に分割されるが， Lí\TEX では，これら章番号や式番号を自動的に付
けてくれる。また ， 文章中に現れる式や図に自動的に番号をふって，それを文中で参照できる。
4. 文書の分割が可能(文書作成支援)
Lí\TEX では，ファイルに別のファイルを読み込む機能がある。これによって，複数のファイルに
分割された文書を一つの文書とみなすことができる。そのため，大きな文書は細かく分割でき，修
正や検索も容易になる。
4.2 研修内容
前項のLí\TEX の特徴を踏まえ，輪講と実習形式で研修を行った。
一回目の研修では， Lí\TEX の概要，起動法，文書の作成法，基本的な機能を講義形式で行った。その後，
学習した内容の演習として，案内文の作成(文章のレイアウト，箇条書き，脚注等)
次の研修として， Lí\TEX のもう少し複雑な機能の学習を行い，演習として，罫線の入った表(研修者の住
所録作成)を作成した。
最後に，数式の書き方，図形の取り込み方，相互参照機能，参考文献等について輪講を行った。
以上の研修を実施し，最終的な課題として，この報告書はLí\TEX を用いて作成している。
5 UNIX システム管理技術
システム設計技術班では，主に UNIX システム環境における業務が一般的であり，その運用や管理作
業を行う機会が増えてきている。そこで 今回の専門研修の課題のひとつとして iUNIX システム管理
技術j を取り上げ， UNIX システムの運用管理を行う場合の基本的な基礎知識から，実際の管理作業に
対処するのに必要な方法と手続きについて，講義形式で学習を行った。 [7]
現実での UNIX システム管理となると，複数のマシンが対象となる場合が多く，また，それらは異
なった UNIX のパージョンの可能性がある。そこで， UNIX の主要なバージョンの中から主に， XENIX , 
BSD , SystemV , AIX について各管理項目毎にそれぞれの相違を学習し，各バージョンにおける現実的
な管理作業の進め方を理解できるようにした。
5.1 研修内容
UNIX の基本知識に関しては，一般的なシステム管理を行うための基本的な考え方を理解すると共に，
管理に使用する通常の UNIX のコマンドについて学習した。また システム管理に必要な UNIX の構造
? ???
については，オペレーテイングの各種機能の中から，ファイル，プロセス，デバイス等がどのように扱
われているのか理解し 重要な設定ファイルの概要について学習した。
UNIX システムの日々の運用に関しては，システムのブートアップとシャットダウンの処理内容とそ
の方法に関する学習や，新しいユーザーの追加によるユーザーアカウントと関係する初期化ファイルの
理解，また，定倒的な各種管理作業の効率化のための自動化処理について学習した。
システムのリソース管理では， CPU，メモリ，ディスク，プロセス等の使用監視や実行制御等のツー
ルとその機能について理解し，ディスククォータによるディスク管理についても学習した。
ファイルシステムでは，ディスクパーティションの設計や新しいディスクの追加に関する作業等につ
いて学習した。また， UNIX が提供する実現可能なパックアップの方式等についても学習した。セキュ
リティの面では，一般的な問題についてどのように安全を維持するのかを現実的な設定を参考にしなが
ら学んだ、。
UNIX の各種システムの設定に関しては，プリンタとスプーリングシステムについて，印刷ジョブに
関する設定と日常の操作について学習した。使用状況の収集としてのアカウンテイングサーピスでは，
一般的に UNIX が提供するユーザーベースのプロセスのアカウンテイングシステムについて学習した。
今回の iUNIX システム管理技術」については 3 回，延べ 6 時間の学習を行った。内容的に実稼働マ
シンでの実習を行うことは現時点での環境では不可能である。さらに，研修課題の内容からすれば，今
回の学習時間だけでは全てを完全に理解するには不十分である。そのため，知識として得たものがどれ
だけ現場あるいは，問題発生時の役に立っか疑問ではあるが，運用管理を一般的な面から見て正しい方
法で判断する考え方は理解できたものと思う。また，今回の研修で得られた技術に加え，各項目につい
てさらに詳しく学習することにより， UNIX システムの管理運用技術が，今後の業務の遂行において，充
分に活用できるものと思われる。
6 あとがき
今回の専門研修は， 9 月から 3 月までの期間に 14 回，1 日 2 時間程度，延べ 35 時間の輪講・講義及び
実習を実施した。
実施日 | 研修時間 | 主な研修内容
9 月 22 日(金) 13:30~ 15:10 研修日程及び実習の端末調整
10月 3 日(火) 13:00~ 16:10 UNIX の基本操作エディタ Vl
10月 6 日(金) 13:00~ 15:10 UNIX の基本操作 C shell [1] 
10月 20 日(金) 13:00~ 15:50 UNIX の基本操作 C shell [2] 
11月 2 日(木) 13:00~ 15:00 UNIX テキストエディタ NEmacsi 入門 [1]
11月 17 日(木) 13:00 ~ 15:00 UNIX ァキストエディタ NEmacsi 入門 [2]
12月 1 日(金) 13:00~ 16:00 UNIX ァキストエディタ NEmacsi 入門 [3]
12月 15 日(金) 13:00~16:00 文書整形シスァム I企TEX 入門[1] 
12月 22 日(金) 13:00~15:30 文書整形シスァムLl\TEX 入門 [2]
1 月 12 日(金) 13:00~ 15:00 文書整形システムLl\TEX 入門 [3]
1 月 19 日(金) 13:00~ 16:00 文書整形システム町民入門 [4]
2 月 2 日(金) 13:00~ 15:00 UNIX 管理入門ファイル・プロセス
2 月 9 日(金) 13:00~ 15:00 UNIX 管理入門デバイス・ユーザー
3 月 15 日(金) 13:00~ 15:00 UNIX 管理入門セキュリァイ・システムリソース
研修は前述の四つの課題について全員で学習し，実習については担当者が事前に準備した資料を中心
にして進めた。研修の実施時期が遅れた事により研修課題の修得度が懸念されたが，当初の目的であっ
た UNIX 環境の基礎知識の修得に関しては十分なものとなった。しかしながら，研修時間の不足により，
ネットワーク関係は割愛となった。
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今後，機会があればさらに専門的な研修を重ね，技術官としての専門の知識と高度な技術を身に付けた
いと考えている。
システム設計技術班のスタッフにはワークステーションの運用することが多く，且つ日常の業務にお
いて，障害発生時や保守時における適切な判断と迅速な処理が要求される。この事を考慮すれば， UNIX 
環境の基礎的な知識及ぴ技術を修得できた今回のような専門研修は，システム設計技術班員としての意
識の向上と派遣先での業務を遂行する上で大変意義のあるものとなった。
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